
○一般競争入札方式実施要綱 

平成２２年３月２５日 

要綱第３号 

改正 平成２７年３月１９日要綱第１８号 

平成２７年４月１日要綱第６７号 

令和２年４月１日要綱第１０１号 

一般競争入札方式実施要綱（平成１７年告示第１２９号）の全部を次のように改正

する。 

（目的） 

第１条 この要綱は、宇和島市が発注する建設工事について地方自治法施行令（昭和

２２年政令第１６号。以下「施行令」という。）第１６７条の５の規定に基づき一

般競争入札（以下「一般競争入札」という。）を実施するため必要な事項を定める

ものとする。 

（対象工事） 

第２条 一般競争入札の対象とする工事は、工事の規模、性質又は目的から、市長が

一般競争入札によることが適当であると認めたものとする。 

（入札の公告等） 

第３条 市長は、第２条の対象工事を一般競争に付そうとする場合においては、施行

令第１６７条の６及び宇和島市契約規則（平成１７年規則第５６号。以下「規則」

という。）第４条に基づき、えひめ電子入札共同システムの入札情報公開システム、

宇和島市ホームページ又は市の掲示場により公告する。 

（競争参加資格） 

第４条 一般競争入札に参加できる者は、次に掲げる要件を備えているものとする。 

(１) 宇和島市建設工事等請負業者選定要綱（平成１７年告示第１２号）に基づく

競争参加資格の認定を受け、入札参加資格者名簿に登載されていること。 

(２) 宇和島市建設工事等入札参加資格停止措置要綱（平成１７年告示第９７号）

に基づく入札参加資格停止期間中でないこと。 

(３) 施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

(４) 対象工事と同種の工事の実績があること。 



(５) 対象工事に配置予定の主任技術者、現場代理人及び監理技術者等が適正であ

ること。 

(６) その他対象工事ごとに定める要件を満たす者であること。 

（参加資格の決定） 

第５条 第４条に規定する資格は、対象工事毎に、宇和島市競争参加資格審査会の審

査を経て市長が決定するものとする。 

（参加資格確認申請書及び参加資格確認資料の提出及び受付） 

第６条 市長は、一般競争入札に参加する者の競争参加資格を確認するため、参加希

望者から所定の期限までに競争参加資格確認申請書（以下「申請書」という。）及

び競争参加資格確認資料（以下「資料」という。）の提出を求める。 

２ 申請書は様式第１号、資料は様式第２号及び様式第３号により作成し、参加希望

者が持参するものとする。 

３ 申請書及び資料の受付は、契約担当課において行い、原則として契約書案、入札

心得、図面、仕様書及び現場説明書（以下「設計図書等」という。）の閲覧を開始

した日の翌日から起算して１０日間とする。 

４ 期限までに申請書及び資料を提出しない者並びに市長が競争参加資格がないと認

めた者は、当該競争に参加することができない。 

５ 前項までに掲げる事項に加えて、次に掲げる事項を公告において明らかにするも

のとする。 

(１) 申請書及び資料の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。 

(２) 市長は、提出された申請書及び資料を、競争参加資格の確認以外に提出者に

無断で使用することはできないものとする。 

(３) 提出された申請書及び資料は返却しないこと。 

(４) 申請書及び資料に関する問い合わせ先 

(５) その他市長が必要と認める事項 

６ 資料の内容は、次に掲げるものとする。 

(１) 施工実績（様式第２号） 同種の工事の施工実績 

(２) 配置予定の技術者（様式第３号） 配置予定技術者の資格、同種の工事の経

験及び申請時における他工事の従事状況 



（競争参加資格の確認） 

第７条 市長は、宇和島市競争参加資格審査会の審査を経て、競争参加資格の有無に

ついて確認を行い、競争参加資格の確認の結果を様式第４号により、申請書の提出

期限日の翌日から起算して７日以内に通知するものとする。 

２ 前項の通知に当たっては、競争参加資格がないと認めた者に対しては、その理由

を付するとともに、競争参加資格がないと認めた理由について、通知日の翌日から

起算して７日（土・日・祝祭日を除く。）以内に説明を求めることができる旨を通

知するものとする。 

（競争参加資格がないと認めた者に対する理由の説明） 

第８条 競争参加資格がないと認められた者は、契約担当課に書面を持参することに

より、市長に対して説明を求めることができるものとする。 

２ 市長は、第１項の説明を求められたときは、競争参加資格がないと認めた理由に

ついて説明を求めることができる最終日の翌日から起算して７日以内に、説明を求

めた者に対し、書面により回答するものとする。 

３ 市長は、説明を求めた者に競争参加資格があると認める場合には、第７条第１項

の通知を取消し、第２項の回答と併せて、改めて競争参加資格のある旨の通知を行

うものとする。 

４ 市長は、第２項の回答及び第３項の通知を行う場合は、宇和島市競争参加資格審

査会の審査を経て行うものとする。 

（設計図書等の閲覧及び質疑） 

第９条 設計図書等の閲覧は、公告後速やかに開始することとし、入札執行日の前日

まで行うものとする。 

２ 質疑がある場合は、質疑書によって受付場所への持参又は郵送若しくはメールに

より、入札執行日の５日前までに質問することができる。 

３ 設計図書等に対する質疑書の提出があった場合は、その質問に対する回答書を質

疑書の提出期限日の翌日から起算して２日後までに閲覧を開始し、入札執行日の前

日まで閲覧できるものとする。 

（現場説明会） 

第１０条 市長が必要あると認めるときは、現場説明会を行うことができるものとす



る。 

２ 現場説明会を行う場合には、第８条の競争参加資格がないと認めた者に対する理

由の説明手続きが終了した以降とし、原則として、入札執行日の７日前とする。 

（入札保証金及び契約保証金） 

第１１条 入札保証金は免除するものとする。 

２ 契約保証金は、契約金額の１００分の１０以上の額を納付するものとする。ただ

し、利付国債の提供又は金融機関若しくは保証事業会社の保証をもって契約保証金

の納付に代えることができる。また、公共工事履行保証証券による保証を付し、履

行保証保険契約の締結を行った場合は契約保証金を免除する。 

（入札の執行） 

第１２条 入札は、次に掲げるとおり執行するものとする。 

(１) 入札の執行に先立ち、競争参加資格確認通知書の写しを入札参加者に提出さ

せるものとする。 

(２) 入札に際しては、入札参加者に工事費内訳書の提出を求めることとし、その

旨を公告において明らかにするものとする。 

(３) 入札回数は１回とする。 

（入札の無効） 

第１３条 次に掲げる入札は、無効とする。 

(１) 予定価格を超える入札 

(２) 競争に参加する者に必要な資格のない者のした入札 

(３) 虚偽の申請を行った者のした入札 

(４) 入札心得、現場説明において示した条件等入札に関する条件に違反した入札 

(５) 市長により競争参加資格のあることを確認されたものであっても、確認の後、

入札参加資格停止措置を受けて入札時点において入札参加資格停止期間中である

者等入札時点において競争参加資格のない者のした入札 

（入札結果等の公表） 

第１４条 入札結果等の公表の内容は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 競争参加資格確認申請書を提出した業者名 

(２) 競争参加資格がないと認めた業者名及びその理由 



(３) 入札者名及び各入札者の入札金額並びに施行令第１６７条の２の規定により

随意契約によることとした工事について契約の相手方及び契約金額 

２ 入札結果は、落札者の決定後速やかに契約担当課において、閲覧及び宇和島市ホ

ームページに掲載して公表するものとする。 

（その他） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、市長

が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年３月１９日要綱第１８号） 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年４月１日要綱第６７号） 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日要綱第１０１号） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 



 



 



 



 


